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要約
ミジンコウキクサ(��:Woliffia globosa)とは、ため池、�路、ハス⽥などの�⾯に�⽣する�年⽣の���物である。また、その�は�界�⼩と�えられており、
開�は�めてまれである。さらにデンプンを��に�える休��を形成するため、バイオマス��として�⽬されている。�たちはミジンコウキクサの開��件を

��することで��の�率�を�り、バイオマス��として��的に供�できないかと�えた。そこでその前�としてミジンコウキクサが�も��する�件と栄�

量、⽇照時間の��性を�べた。�果、ミジンコウキクサの��に�している�は�体肥料を�に�かした栄��（ハイポネックス6-10–5）であることが�かっ
た。⼀�、これまでの��で、ミジンコウキクサの�は��できなかった。

緒言
ミジンコウキクサ(Wolffia globosa）

長径:0.3~0.8mm　短径:0.2~0.3mm
高さ:0.2~0.6mm　花期:9月
分布:本州（関東以西）、九州、琉球、
　　 東アジア、東南アジア　オーストラリア　
　　 アフリカ(熱帯・温帯)

目的

実験

開花条件
の特定

栄養生殖しやすい
条件の特定

実験1
栽培水質環境とミジンコウキクサの増加量の実験

実験2
光の照射時間と増加数に関する実験

実験3
栽培する液体肥料希釈濃度と増加数に関する実験

まとめと今後の展望

光

水
質

影響

5日から7日で
2倍の個体数1000倍以上薄い栄養水

阻
害

・液体肥料希釈水（1000倍希釈）を用いた標本の増加が著しい。
・増加率はおよそ4日から５日で2倍の質量になる。

全標本の
個体数が減少

↓
【原因】シアノバクテリアなど

↓
他の生物の増殖を
抑える工夫が必要

・シアノバクテリアの増殖を抑制して栽培することができた。
・液体肥料希釈濃度と増加数の関係は、
　希釈濃度3000倍～5000倍の間では見られない。
・増加率はおよそ6日から7日で2倍の個体数になる。
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